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【研究の背景・⽬的・内容】 
本研究の⽬的は、AI技術（Transformerなどの深層学習技術） を活⽤し

て、⾐服のリユースを促進し、廃棄される⾐服を削減させることである。
具体的には不要になった⾐服の画像から「再利⽤可能なレベル（リユー
ス）」あるいは「廃棄するレベル（リサイクル）」かを⾃動判定するこ
とで、⼈々が⼿間と感じる仕分け作業の負担を軽減する。これにより、
消費者の⾐服に対するライフサイクルへの意識の向上、アパレル業界の
持続可能な転換を促し、循環型社会の実現に貢献することを⽬指す。 
【応⽤例、研究の展望】 
本研究のシステムを構築する過程で⼤量の古着データを収集した結果、襟の汚れや⽑⽟など⾐服の⼀部の損
傷が原因で、⾐服全体が廃棄・資源化されているケースが多いことが明らかとなった。この知⾒を踏まえ、今
後の展望としては、損傷の少ない部分を素材として再利⽤する⽅策を検討する。これにより、⾐服の廃棄量を
さらに削減し、リユースの⼀層の促進が期待できる。 
【研究⽅法の特⾊】 
システムに必要なアノテーション済み画像データは、著者らが独⾃に約14,000枚を収集・整備した。⼀般⼈
およびリユース業従事者によるラベル付けで、実⽤的な AIモデルの構築に貢献している。 
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Intelligent Information & Engineering Systems，Procedia Computer Science，Vol. 246 2024:2062-2070 
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Reuse of Used Clothes， 28th International Conference on Knowledge-Based and Intelligent Information & Engineering Systems，
Procedia Computer Science，Vol. 246 2024:2489-2496 

共同研究・外部機関 
との連携への期待 

本研究のシステムを⽤いて、アパレル企業やリサイクル事業者、⾏政との連携および社会実装が期待できる。 
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